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要 旨 

背景・目的：アルコール摂取と循環器疾患(CVD)リスクはU字型の関連にある。本研究では、

アルコール摂取とCVDリスクの負の関連またはアルコール摂取の過小評価をもたらす潜在的

バイアスを調査することを目的とした。 

方法：2006-2010 年に UK Biobank の英国全土 22 評価センターに参加した一般人 40-69 歳

を対象とした。CVD 既往歴、過去飲酒者および飲酒データ欠損者は除外した。飲酒量はオン

ライン問診票に基づき、飲酒タイプ（ビール/サイダー、スピリッツ、ワイン）別にエタノール

摂取量（g/週）に換算した。追跡期間は中央値 6.9 年とし、致死性/非致死性全 CVD、虚血性

心疾患、脳血管疾患を ICD10 に基づき評価した。飲酒タイプ別飲酒量と CVD イベントの関

連について、Cox比例ハザード解析によりハザード比（HR）および 95%信頼区間（CI）を算

出した。調整因子は、年齢、性別、BMI、喫煙、血圧等とした。 

結果：ベースライン時の現在飲酒者は 333,259人、非飲酒者は 21,710人であった。非飲酒者

に比べ、現在飲酒者は全 CVD、虚血性心疾患、脳血管疾患が低リスクであった。この負の関

連は、ビール/サイダー、スピリッツ、ワインのサブグループでも認められた。一方、飲酒者に

おいてエタノール摂取量(g/日)１標準偏差(SD)あたりの全 CVD リスクは、すべての飲酒タイ

プ、ビール/サイダー+スピリッツにおいて有意な正相関が認められた（すべての飲酒：

HR[95%CI]=1.08[1.01-1.14]、ビール/サイダー+スピリッツ：1.24[1.17-1.31]）。ワインは全

CVD および虚血性心疾患リスクと負の関連を認めたが（全 CVD: 0.92[0.86-0.98]、虚血性心

疾患 : 0.75[0.67-0.84））、虚血性心疾患以外の CVD リスクとでは負の関連が消失した

（HR[95%CI]=1.00[0.93-1.08]）。ビール/サイダー＋スピリッツにおいても、アルコール摂取

量（1SD あたり）と虚血性心疾患以外の CVD リスクとは正の関連を示した（HR[95%CI]= 

1.30 [1.22-1.40]）。この正関連は、アルコール摂取量 14単位/週以下のサブグループにおいて

もみられた（HR[95%CI]= 1.30 [1.09-1.55]）。 

結論：潜在的なバイアスを回避することで、CVD リスクの過小評価防止に繋がるだろう。英

国で許容範囲の 14単位/週以下のアルコール摂取でもCVDリスク増加と関連する可能性を示

唆した。 
 


